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飾られたひな人形は 

8千体。今年は，より

優雅な会場となり，訪

れた人も l万8千人を

超え過去最高となりま

した。 
(関連記事  2ページ) 
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(世帯数) 2，051戸 (人口)男 3，526人女3，813人計7，339人 (平成8年 2月末日現在) 

(出生)男 1女3 計4 死亡)男 3 女5 計8 転入)男 2 女1計3 転出)男 5 女3 ~十 8
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企 3月3日は大勢の見学者

でにぎわい，臨時の駐車場

を用意するなど関係者もお

おわらわ/

勝浦に春を呼ぶ行事として定着した「ビッグひな祭

り」も今年で第 8回を迎え，全国各地から l万 8千人

の見学者が訪れました。お手玉競技会など行事も増え，

ますます豪華になりました。

また， 4月7日(日)には，星谷の大宮八幡神社にお

いて，関連イベントの「ひな供養」も行なわれます。

厳粛，そして幻想的な儀式をぜひご覧ください。 
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司
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砂 3月2日公演
「春ひな祭り」

幻想的な那須シズノ
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平
成
三
年
度
か
ら
工
事
を
進
め
て

圃
・

仰
い
た
沼
江
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
、
二

圃
・

蝋
月
二
十
九
日
開
通
式
が
行
な
わ
れ
ま

幽
圃回

附
し
た
。 

A
困

問

完
成
し
た
バ
イ
パ
ス
は
、
延
長
六 

a榊
九
O
M、
幅
員
六
・
五
肘
と
な
り
、

』
制
常
時
混
雑
し
て
い
た
こ
の
区
間
の
安

週

.

側
全
か
つ
円
滑
な
交
通
が
確
保
さ
れ
ま

画
・

倒
し
た
。 

i
a高
刷
-

主
要
地
方
道
県
道
阿
南
勝
浦
線

沼
江
バ
イ
パ
ス
開
通

盟盟墜盟議彊麗量密醤醤罷 

回

企デイサービスを利用するお

年寄りが作ったちぎり絵の

かけ華曲。延べ 170人がかかつ

て完成した大作です。 A 開通を記念して，川口町長外関係者
によるテープカ ットが行われた。
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女
性
会

「
シ
ン
ボ
ル
マ 
E
ク
決
定
」

三
十
五
点
の
応
募

調和と明るい未来

さ
で
、
二
月
の
勝
浦
町
広
報
で
女

性
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ 
l
ク
を
募
集
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
五
点
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
女
性
会
ら

し
い
心
あ
た
た
ま
る
作
品
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
坂
本
区
の
根
本
功
さ
ん
の
作

っ
て
創
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
権
高
揚
を
目
指
し
、
「
女
性
会
」

と
名
称
を
改
め
一
年
、
明
る
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
、

-
男
性
・
女
性
の
性
差
で
な
く
、
一

人
の
人
間
と
し
て
個
の
人
権
を
尊
重

し
共
に
生
き
る
。

二
品
齢
化
社
会
に
向
け
て
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
、
共
に
生
か
す
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
、
共
生
を
願
う
生
涯
学
習

活
動
へ
の
あ
た
み
に
か
い
ご
協
力
を
今

後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。 

O O O O O
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O
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以
下
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(
敬
称
略
)

五

位

木

原

祐

介

ロ

分

剖

秒

小
学
生
以
下
女
子
)

.詩舞 「宮士山」

町芸能大会

品
を
シ
ン
ボ
ル
マ 

ク
に
決
定
さ
せ

l

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ 

ク
の
意
図
は
、
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さ
わ
や
か
な
春
四
月
、 

年
度
も
コ
ス
モ
ス
の
花
こ
と
ば
は
「
調
和
」
、

よ
い
年
で
あ
る
こ
と
を
願
つ
て
の
ス
グ
リ
ー
ン
は
「
明
る
い
未
来
」
を
願
女
性
会
会
長
坪
内
奈
津
子

-F
キ
ロ
の
ス
タ
ー
ト
は
、

4
時
本
さ
ん
ご
夫
妻
の
詩
吟

三
月
十
日
間
、
勝
浦
中
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
女
子
の
部
で
は
、 

4
3
キロ・ 

5
キロ

学
校
周
辺
で
勝
浦
川
マ
山
平
里
美
選
手
が
優
勝
、
十
二
回
大
勝
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

OO

f、¥

ラ
ソ
ン
大
会
が
、
町
内
は
会
か
ら
四
連
覇
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
県
内
各
地
、
最
後
に
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ
き

全
国
か
ら
五
二
七
名
の
ま
し
た
関
係
者
の
方
と
、
沿
道
で
ご

ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
て
盛
声
援
い
た
だ
い
た
方
に
厚
く
お
礼
申

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
上
げ
ま
す
0

・
本
町
関
係
者
六
位
ま
で
の
成
績

三
位

押
栗
祐
香
日
分
何
秒

六
位
押
栗
寿
美
日
八
万

ω秒

三
キ
ロ
の
部
(
中
学
生
以
上
男
子
)

二
位
山
平
和
也 

9
分
必
秒

三
キ
ロ
の
部
(
中
学
生
以
上
女
子 
)

五
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五
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三
十
九
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以
下
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史

口

分
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フ
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ラ
ソ
ン
(
四
十
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以
上
男
子
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三
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押
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義
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2
時
間
日
分
臼
秒 

十
キ
ロ
の
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(
女
子
)

三

位

高

木

雅
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フ
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(
女
子
)

一
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3
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何
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“
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レ
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や

っち

連
の
阿
波
踊
り

企フルマラソンのスター卜は星谷運動公園。

スターターは，川口町長がつとめました。 

3月 9日，農村環境改善センター

に約5∞人の観衆を集めて盛大に開催

されました。

町文化協会加盟の芸能部門14団体

から2∞人余りが出演し，年聞をとお

して練習した成果を発表しました。 .勝浦ダンスクラブの洋舞 

回
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属安 真 実 神 子稔邦

さん(横瀬) さん(与川内)

平
成
七
年
度
、
朝
桐
奨
学

賞
に
神
子
稔
邦
さ
ん
と
康
安

真
実
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・

故
朝
桐
猪
平
先
生
の
尊
い
ご

遺
志
を
永
久
に
残
す
た
め
、

ご
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
資

金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す

る
生
徒
の
中
で
1

学
業
や
人

物
が
優
秀
で
心
身
と
も
に
健

全
な
方
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
度
、
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
中
で
、
小

学
校
・
中
学
校
と
全
て
皆
勤
で
あ
っ
た
押
栗
良
美
さ
ん
に
勝
浦

町
教
育
委
員
会
か
ら
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
た
日
数
が
九
年
間
。
ほ
ん
と

う
に
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

押栗良美

さん(与川内)� 

小
・
中
学
生
の
児
童
、
生
徒
が
い
る
家
庭
で
、

次
に
該
当
す
る
場
合
、
医
療
費
、
給
食
費
、
学

用
品
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。〈受

給
資
格
〉

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
非
課
税
と
な
っ

て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を
希

望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

〈申
請
書
提
出
期
限
〉

平
成
八
年
四
月
二
十
二
日
側

な
お
、
申
請
書
の
様
式
、
�
 ho

町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

平
成
八
年
四
月
一
日

1
四
月
二

十

二

日

一

、

奨

学

金

貸

付

願

書

目

立

ヤ

ド

ル

高

校

生

四

人

程

度

三

、

家

族

全

員

の

所

得

証

明

ーυ
明

徳

島

医

療

福

祉

専

門

学

生

二

人

程

度

四

、

町

内

に

住

所

を

有

す

る

方

の

子

弟

で

あ

る

古

フ

寸

大

学

生

五

人

程

度

こ

と

の

証

明

ち
1

4

6

・
奨
学
金
等
の
額

(
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
)

度

町

高

校

生

月

額

二

万

円

以

内

五

、

在

学

証

明

書

ま

た

は

入

学

許

可

書

の

写

し

年

間

徳

島

医

療

福

祉

専

門

学

生

月

額

8
出

佃

大

学

生

月

額

三

万

円

以

内

で

、

書

類

の

様

式

、

応

募

方

法

に

つ

い

て

は

成

時

徳

島

医

療

福

祉

専
門
学
校
入
学
準
備
金
・
大
学
入
学
準
備
金
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
(
勝
浦
町
図
書

平

，

入

学

時

に

四

十

万

円

以

内

館

内

)

合

了

二
五
一
五
ま
で
。

三
万
円
以
内
※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す
の

さ築 た で一
縦 縦 い 等土だ課縦日平�  固

定( 

.4/l阪� 

を謀雲
、を のく 新 。 て 無四

だ増�  p 料月

回� 

書
書

、

平 覧 勝覧 。を地く税覧か成
土 日時

浦町 場
さのた内すら八

H翠 間
所

れ売め容る四年度
日後午午�  f支 た買ににこ月

前� j~ 方、設誤とー固
日五八 税 は地けりが十定 警産� 
曜時時 務 、自らがで二資
日ま=

た い ま ま 課
除 分 課 確、期かすで税

か 認家間確。の台

保険 一変更 れ な き 日 産
をで十 度

) 

勺 し屋 で認 間帳
てのすし

MUS04
テキストボックス
平成七年度　朝桐奨学賞

MUS04
テキストボックス
9ゕ年皆勤賞

MUS04
テキストボックス
平成8年度　勝浦育英奨学生　ご存知ですか　就学援助制度
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4

刻
団
長
関
東
清
君

消
伶 

W官一町一徳
島
県
青
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
・

徳
島
県
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
か
ら

消
世
々
長
官
秋
本
敏
式
問

新 神 谷 住 宅 坂 本 久 保 住 毛戸ゐ司

1.入居申込受付期間 平成 8 年 4 月 1 日(月)~平成 8 年 4 月 22 日(月)の間 

2.入居申込先 町役場環境衛生課(所定の用紙を用意しています)� 

3.応募資格

(1) 町内に住所または，勤務場所を有する者。� 

また，現在町外で居住している方であっても

入居決定後，勝浦町に住所を移す者を含む。

(6

(3

(2) 既婚者であること。� 

) 収入が定められた基準内にあること。� 

(所得月額11 5 ， 000円を超え ~ 1 98 ， 0 00円以下)
(4) 家賃及び敷金を支払する能力を有すること� c

(5) 入居者には，� 2名の連帯保証人が必要です。� 

) 入居者の年齢は，おおむね35歳まで。� 

(7) 犬猫等他人に迷惑になるペット の飼育を禁� 

止します。

(2

(6

(5

(3

(1) 町内に住所または，勤務場所を有する者。

並びに， 現在町外で居住している方であって

も入居決定後，勝浦町に住所を移す者。� 

) 既婚者であること。� 

) 収入が定められた基準内にあること。� 

(所得月額115，000円以下)� 

(4) 家賃及び敷金を支払する能力を有すること。� 

) 入居者には� 2名の連帯保証人が必要です。� 

) 入居者の年齢は，聞いません。� 

(7) 犬猫等他人に迷惑になるペットの飼育を禁

止します。

4.家賃及び敷金

家賃は，月額40，000円(消費税含む)で，所

得が多くなると家賃が高くなることもありますc

敷金家賃の�  3か月分

月額16，500円(消費税含む)で，所得が多くな� 

ると家賃が高くなることもあります。

敷金家賃の�  3か月分� 

5.入居の時期 平成� 8年� 6月� 1日(予定) 平成� 8年� 5月� 1日(予定)� 

6.戸 数� 5 戸� 2 戸� 

7.規模等 木造平屋建� 3DK 床面積68.36m' l棟� 5戸建簡易耐火構造2階� 3DK 床面積62.7m' 

8.選 考 勝浦町営住宅設置及び管理条例の規定による。

三
月
六
日
、
勝
浦
町
消

日

防
団
副
団
長
関
東
清
男

日

さ
ん
が
、
消
防
活
動
に

永
年
勤
続
し
、
多
年
に

わ
た
る
活
動
と
数
々
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
消

防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤

続
功
労
章
を
受
章
さ
れ 

…

ま
し
た
。

関
東
清
男
さ
ん
は
、

昭
和
三
十
四

年
一
月
勝
浦
町
消
防
団
第
二
分
団
に

入
団
以
来
、
常
に
消
防
精
神
に
徹
し
、

地
域
社
会
の
安
全
確
保
、
消
防
防
災

の
中
核
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

今
回
の
受
章
を
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
の
ご

活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

町営住宅入居者募集
本町では� r過疎化対応としての若者定住対策」として坂本

旭・中山 ・石原に続いて中山地区の神谷に町営住宅(木造平

屋建)� 5戸が完成しました。

つきましては，新神谷住宅の完成に伴う入居者と坂本久保住

宅に� 2戸の空き室ができましたので，つぎのとおり募集します。 A 新築された新神谷住宅

町
内
四
名
の
補
導
員
に
表
彰
状
授
与

徳
島
県
青
少
年
補
導
員
と
し
て
、

長
期
に
わ
た
っ
て
青
少
年
の
非
行
防

止
と
健
全
育
成
さ
ら
に
環
境
浄
化
に

ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

坂 藤栗前
日本城田

道
夫
さ
ん

武
夫
さ
ん

忠
さ
ん

昇
さ
ん

与横中山�  
)11 

内瀬山西

哨

余
白
努
し
ま
す2

2
8

間

平
氏
八 

※詳しくは，町環境衛生課までお問い合わせく ださい。

固

MUS04
スタンプ



4
川
口
町
長、
押
璽
首
長
が
大
阪
市
中
央
卸
売
市
舗
を
視
察

¥-./ 

¥}〆

l-
困

勝
浦
座

ふ
る
さ
と
の
人
形
芝
居
に
出
演

三
月
三
日
、
大
阪
の
国
立
文
楽
劇
場
で
開
催
さ
れ
た

「
ふ
る
さ
と
の
人
形
芝
居
」
に
本
町
の
勝
浦
座
が
出
演

し
、
大
勢
の
観
衆
の
前
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
め
ず
ら

し
い
「
点
三
争
釦
」
や
、
「
僻
跡
仲
ゅ
の
駅
昨
船
和
総

ん

い

ニ
え
ど
う

ち噌
う
す
ご
ろ
〈

ぬ
ま

づ

き

と

ど
ん

の
段
」
「
伊
賀
越
道
中
双
六
沼
津
の
里
の
段
」
を
演
じ

ま
し
た
。

勝
浦
座
の
み
な
さ
ん
は
、
今
年
に
な

っ
て
か
ら
三
日

に
一
度
の
割
合
で
練
習
日
を
つ
く
り
、
池
内
座
長
の
家

や
久
国
集
会
所
で
夜
お
そ
く
ま
で
練
習
し
、
本
番
に
備

え
ま
し
た
。

こ
の
公
演
を
、
勝
浦
町
か
ら
パ
ス
三
台
、
一
三
四
名

の
方
と
勝
浦
町
出
身
者
で
組
織
す
る
「
近
畿
か
つ
う
ら

ふ
る
さ
と
会
」
か
ら
七
四
名
の
方
が
観
劇
さ
れ
、
郷
土

の
す
ば
ら
し
い
芸
能
に
大
き
な
拍
手
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

観
賞
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
誌
面
を
か

り
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

... r傾減阿波の鳴門 順礼歌の段」を演じる勝浦座のみなさん

農産物価格の上昇気流を

求めて/
一大阪市中央卸売市場視察-

川
口
町
長
は
「 
A
7
年
の
勝
浦
町
の
ミ
カ

ン
は
近
年
に
な

り
売
り
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
大
阪
市
東
部
中
央
卸
売
市

場
の
市
場
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
、
大
阪
市
内
の
中
央
卸
売
市
場
の
会
議
室
に
で
、

大
果
大
阪
青
果
鮒
岸
田
専
務
外
七
社
の
代
表
の
方
と
販
売

担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
勝
浦
町
の
貯
蔵
ミ
カ
ン
や
イ
チ

ゴ
、
そ
の
他
の
野
菜
等
の
販
売
見
通
し
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
糖
度
の
高
い
極
め
て
品
質
の
良
い
ミ
カ
ン
と
な

っ
て
お

三
月
四
日
、 

勝
浦
郡
農

J

A

協
の
中
野
専
務
の
案
内
で
、
大

阪
市
中
央
卸
売
市
場
を
川
口
町

長
、
押
栗
果
樹
研
究
会
会
長
等

が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

温
州
ミ
カ
ン
や
、 

J
A
勝
浦

郡
農
協
の
上
勝
支
部
の
彩
の
せ

り
、
市
場
関
係
者
の
皆
さ

ん
は
、
そ
の
認
識
に
た

っ

て
販
売
に
力
を
注
い
で
も

ら
い
た
い
」
と
強
い
口
調

近畿かつうらふるさと会から 一「� 

53お足l~戸02) 1
あちこちから花の便りが聞こえてくると，

ふるさと勝浦町の野も山も元気を取り戻し衣

替えを始めかけています。� 4月は，いろいろ

な方面でのスタートの月と思われま すが，会

員の皆様はお元気でますますご活躍のことと

存じます。

さで，� 3月� 3日に大阪国立文楽劇場にで

「ふるさとの人形芝居」に出演された「勝浦

座」の声援に会員と家族や友人等，午前の部

と午後の部合わせて74名の参加がありました。

午後の部「傾城阿波の鳴門 順礼歌の段」で

は，舞台と観客が一体とな って盛り上がり，

あまりの熱演に涙する会員の方々も見受けら

れました。

ふるさと会からは，平賀会長はじめ三役が

代表して「勝浦座」の楽屋へ花束と御菓子を

贈りました。勝浦座の座員の方々もふるさと

会からの大勢の声援を受けてたいへん感激し，

⑨⑨ 

心配ごと相談

-日時 4月5日(創� 

4月12日(創� 

4月19日樹� 

4月26日倒

で
要
望
す
る
と
と
も
に
、

勝
浦
町
と 

郡
農
協
の

J

A

販
売
促
進
に
つ
い
て
、
ご

指
導
、
ご
協
力
を
依
頼
し
、

視
察
を
終
え
ま
し
た
。 

池内座長さんから「ふるさと会の皆さんの応

援に感謝の気持ちでい っぱいで、す」とお札の

言葉がありました。公演の休憩時間に，勝浦

町から川口町長ほかパス� 3台で声援にかけつ

けた方々と久しぶりになごやかな交流の場が

もて，会員の皆さんの楽しい声がロビーに広

がっていました。ふるさと会と勝浦町の結び

つきが，一層深ま ったと感じられました。こ

れからも交流の場を機会あるごとに重ねたい

ものです。� 

A 
J
A
勝
浦
郡
か
ら
送
ら
れ
た

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階� 

受γりま
すので お気軽にお叶

合わせください。� 

農
産
物
の
せ
り
売
り
を
見
学

MUS04
テキストボックス
国立文学劇場民俗芸能公演
農産物価格の上昇気流を求めて　大阪市中央卸売市場視察

MUS04
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巴-

A
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/戸、、

-

川

柳

「
枯
れ
る
」

大
輪
も
枯
れ
て
し
ま
え
ば
た
だ
の
鉢

棚

野

内

谷

凡

石

美
し
く
枯
れ
と
い
わ
れ
て
趣
味
を
持

つ

棚

野

相

原

大

峰

ひ
と
つ
の
愛
枯
れ
て
心
に
す
き
ま
風

立

川

前

田

千

恵

母
さ
ん
と
里
の
木
枯
ら
し
聞
く
温
み

水
だ
け
で
良
い
の
に
い
つ
も
枯
ら
す

花

中

山

倉

橋

加

辻

枯
れ
木
に
も
時
ど
き
歌
う
青
い
鳥

棚

野

田

中

思

葦

父
の
樹
が
枯
れ
そ
で
心
細
く
な
る

沼

江

駒

津

こ

つ

ゆ

枯
れ
て
か
ら
夫
婦
の
昧
に
な
り
ま
し

た

横

瀬

中

田

万

里

勝浦病院内科医師

枯
れ
る
ま
で
好
き
で
い
た
い
と
思
う

越 智 由 恵

人

久

国

美

馬

真

由

「
残
る
」

な
き
母
の
今
だ
に
残
る
子
守
歌

立

川

岩

本

よ

し

お

悔
ば
か
り
残
る
八
十
路
の
橋
渡
る

棚

野

穏

台

綾

最
後
ま
で
残
る
つ
も
り
で
入
試
う
け

久

国

小

林

つ

る

お

本
当
の
残
業
だ

っ
た
ら
し
い
顔

勝
浦
病
院

中

山

山

下

ふ
さ
を

無
い
袖
は
ふ
れ
ず
小
さ
な
義
理
残
る

生

名

丸

山

香

月

残
さ
れ
た
余
白
に
飾
る
赤
い
ば
ら

医
師
紹
介


棚

野

竹

田

あ

ゆ

み


残
し
て
も
結
局
捨
て
る
こ
と
に
な
り


棚

野

殿

川

早

苗


甘
い
香
を
残
し
て
女
帰
り
ゆ
く


棚

野

島

つ

と

む


い
ま
わ
し
い
戦
に
残
る
こ
の
命


横

瀬

錦

内

常

一


引
き
離
す
銅
鐸
に
未
錬
が
末
だ
残
る


四
月

一
日
か
ら
大
喜
田
義
雄
医

「
雑
詠
」

横

瀬

谷

酔

参

師
に
代
わ
り
、
新
し
く
越
智
由
恵

医
師
が
赴
任
さ
れ
ま
す
の
で
ご
紹

山
の
神
乙
女
の
こ
ろ
も
あ

っ
た
筈

介
い
た
し
ま
す
。

川
の
ぼ
る

中

山

谷

尻

笑

山

横
瀬
�
 

決
め
る
の
は
神
様
で
な
く
自
分
で
す

横

瀬

日

下

美

里

変
わ
り
ば
え
せ
ぬ
が
飽
き
な
い
家
の

昧

横

瀬

桜

木

千

代

春
を
知
る
孫
の
笑
顔
や
老
い
た
の
し

横

瀬

呑

口

精

一
郎

か
け
替
え
の
夢
を
見
て
い
る
横
瀬
橋

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

幸
せ
を
夫
婦
で
祈
る
初
詣

棚

野

谷

新

太

郎

小
便
の
小
僧
見
上
げ
て
呂
天
風
呂

棚

野

平

岡

和

一

※
一
句
鑑
賞

・
あ
い
ま
い
な
言
葉
の
中
に
あ
る
好

意

丸

山

香

月

(評
)
十
七
音
字
で
す
べ
て
を
言
い

尽
く
そ
う
な
ど
と
は
も

っ
て
の
ほ
か

で
、
二
子
一
句
に
よ

っ
て
、
言
葉
以

外
の
も
の
を
語
ら
せ
な
い
こ
と
に
は

ド
ラ
マ
は
成
立
し
な
い
。
わ
た
し
た

ち
は
、
知
何
に
し
て
言
外
に
含
み
を

も
た
せ
読
む
者
に
感
動
を
あ
た
え
る

か
を
、
川
柳
の
本
音
と
し
て
い
る
が

こ
の
句
の
よ
う
に
、
読
者
に
ド
ラ
マ

の
追
求
を
委
ね
る
方
法
も
あ

っ
て
い

い
は
ず
。

(

院
潮
)

⑧
⑮
⑥
⑧
⑧
⑧


塁
言

2UZ//;
 
:ダアで�  l踊.

士 もホれ�  
;ス汽お|ま�  
jク凶気ルす

日軽で
!ブ とき に練毎

ご習週

四
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句

宛

先

生

名

丸

山

香

月

五
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人

一
首

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

〆ー、、去任会判長命詰首会白色� j⑧⑧⑨� ; 

講習科目 ホームヘルパー ワ 一 プ ロ 経理事務

講習日�  
4/16- 7/18 

(この間26日間程度) 4/17-5/23 4/18-5/28 

申込期間� 4/3-4/5 4/2-4/4 4/10-4/12 

開催場所 日本赤十字社徳島県支部 石井町中央公民館 女性職業センター

講習内容
介護の知識と技能の習得

ホームへJレバー(2級)

ワープロの基本操作及び
機能の習得
日商検定� 3級程度

日商簿記� 3級

炉疋'- 員� 24名程度� 20 名� 24名程度

講習時間� 9時30分~午後� 3時30分

申込先
女性職業センター 徳島市中昭和町 1丁目

(徳島県総合福祉センター 1F) 

受講資格 就業を希望する女性

受講料 無料(テキスト代・教材費は実費) 、

その他
詳細は，徳島県女性職業センターにお問い合わせください。
女性職業センター 宮� (0886) 54ー� 0121
テレフォンカゃイド 宮� (0886) 54一0124

お 入し火
問詳会て・若、a i
いし く い金い告と
合 く だま曜人�  

hはさす里宅、し� j
吃r 1，ミ (j) り

く平 。初午年ノ
勝だ同 心 後輩、

静ご空 考会男ダ� ;
文 。( 経かま�  i 

化棚験らで ン
協野者住ダ
会� 

j所
)
ま

問民ンマ�  -
わ福スノ、� i 

;属でず祉は../'.・
、セ誰包�  

};!i

回

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
女性無料技術講習会開催　募集中

MUS04
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「うまぐ {~tf1えないがJ

「
う
ち

っ
て
同
和

地
区
じ
ゃ
な
い
よ

な」と
、
母
に
聞
い
た
。

母
は
少
し
考
え

τ

か
ら
、

「
う
ち
は
部
落
じ

ゃ
な
い
よ
」

と
返
し
た
。
そ
の

言
葉
を
聞
い
て
、

私
は
「
よ
か

っ
た」

と
安
心
し
、
表
情

を
ゆ
る
め
た
。
そ

の
と
た
ん
、
母
の

顔
つ
き
が
変
わ
り
、

「
そ
れ
で
安
心
し

よ
る
よ
う
で
は
い

か
ん
の
と
ち
が
う
」
。

私
は
今
ま
で
に
、
部
落
差
別
は
ど

う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
部
落
の
人

た
ち
は
ど
ん
な
差
別
を
受
け
て
き
た

の
か
、
な
ぜ
差
別
は 

も
な
く
な
ら

な
い
の
か
な
ど
、
部
落
差
別
に
つ
い

て
学
習
し
て
き
た
。
そ
の
た
び
、
「
差

別
は
い
け
な
い
」
「
差
別
が
今
も
残
っ

て
い
る
な
ん
て
悲
し
い
こ
と
だ
」
「
私

は
絶
対
差
別
し
な
い
人
間
に
な
る
」

と
、
い
か
に
も
正
論
ら
し
き
発
言
を

し
て
き
た
。
考
え
て
考
え
て
、
き
れ

い
な
言
葉
を
並
べ
て
作
文
も
書
い
た
。

そ
し
て
、
自
分
は
た
く
さ
ん
差
別
に

つ
い
て
考
え
、
悩
み
に
悩
ん
で
い
る

と
自
己
満
足
し
て
い
た
。
し
か
し
裏

A
7

'--' 


た

回

を
返
せ
ば
、
手
落
ち
の
な
い
意
見
を

言
う
こ
と
で
、
部
落
差
別
と
い
う
問

題
か
ら
本
当
は
逃
げ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
気
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
情
け
な
い
話
だ
が
、
実
際
は
何

も
わ
か
っ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
。

虚
脱
感
、
が
た
だ
よ

っ
た
。
私
は
い

っ
た
い
今
ま
で
伺
を
勉
強
し
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
・・・・・・
。

シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
い
た
私
に
、

あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会
を
与
え
て

く
れ
た
の
が
、
あ
る
日
の
道
徳
の
授

業
だ

っ
た
。
そ
の
日
学
ん
だ
「
う
ま

く
は
き
守
え
な
い
が
」
と
い
う

一
つ
の

詩
に
、
私
の
心
は
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
た
。

「
部
落
の
こ
と
に
/
い
つ
も
ソ
ツ
の

な
い
意
見
を
用
意
し
て
い
る
人
を
/

僕
は
信
じ
た
く
な
い
」

「
私
は
差
別
し
て
い
る
部
分
が
あ
る

と
か
/
私
は
差
別
を
し
て
い
な
い
と

か
/
は

っ
き
り
言
え
る
人
を
信
じ
た

く
な
い
」

「
右
に
左
に
悶
悶
と
し
て
/
正
直
何

も
わ
か

っ
て
い
な
い
/
あ
げ
く
に
つ

か
れ
て
/
日
常
の
出
口
に
逃
げ
か
え

る」
ず
ば
り
、
自
分
の
こ
と
を
言
い
当

て
ら
れ
た
気
が
し
た
。
鼓
動
、が
、
大

き
く
ど
き
ど
き
と
速
く
な
っ
て
い
く
。

今
ま
で
の
道
徳
の
時
間
に
自
分
が
発

表
し
て
い
る
姿
、
作
文
を
読
ん
で
い

る
姿
が
ど
ん
ど
ん
頭
に
浮
か
ん
で
く

る
。
そ
つ
の
な
い
、
ど
ん
な
角
度
か

ら
見
て
も
ち
ゃ
ん
と
部
落
差
別
に
つ

い
て
考
え
抜
か
れ
た
文
章
。
も
ち
ろ

ん
、
私
自
身
が
考
え
て
い
る
私
の
意

見
を
発
表
し
た
は
ず
な
の
に
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
時
に
、
ひ
や
や
か
な
目

を
し
て
ど
こ
か
パ
カ
に
し
た
よ
う
に
、

頭
の
中
に
浮
か
ん
で
く
る
の
だ
ろ
う
。

私
の
今
ま
で
の
同
和
問
題
学
習
は

知
識
の
修
得
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
だ
。

平
凡
な
言
葉
だ
が
「
自
分
の
問
題
と

し
て
」
理
解
し
て
な
か

っ
た
の
だ
。

こ
の
詩
の
中
に
は
、
部
落
が
ど
う
し

て
生
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
も
、
部

落
の
人
が
ど
ん
な
差
別
を
受
け
て
い

る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
書
か
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
私
自
身
の
心
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
く
れ

そ
う
な
の
だ
。
問
題
に
突
き
当
た

っ
て
悩
み
、
迷
う
自
分
自
身
を
正
直

に
見
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

今
、
冷
静
に
自
分
自
身
を
ふ
り
返

っ

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
問
題
に
当
た

り
、
必
死
に
考
え
て
い
る
ふ
り
を
し

て
い
る
自
分
が
あ

っ
た
。
あ
と
は
用

意
し
て
あ

っ
た
き
れ
い
な
言
葉
を
並

べ
る
だ
け
。
実
際
に
は
何
も
わ
か

っ

て
い
な
い
の
に
、
本
当
に
得
意
げ
な

顔
を
し
て
周
り
の
反
応
を
横
目
で
見

る
、
と
い
っ
た
姿
だ
っ
た
の
だ
。
前

だ

っ
た
ら
、
こ
ん
な
自
分
の
み
に
く

い
部
分
を
真
正
面
か
ら
見
つ
め
る
こ

と
な
ん
で
で
き
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

同
和
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て


と
ら
え
る
た
め
に
は
、
知
識
の
修
得


も
大
切
だ
と
思
う
。
で
も
、
私
は
こ


の
詩
を
学
習
し
て
、
今
ま
で
の
自
分


が
む
な
し
く
思
え
た
。
母
の
怒
り
、


言
葉
の
意
味
が
わ
か

っ
た
よ
う
な
気


が
す
る
。
今
後
、
も
し
私
が
部
落
の


人
と
お
つ
き
あ
い
を
す
る
こ
と
が
あ


っ
て
も
、
偏
見
を
も

っ
て
接
す
る
こ


と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
周
囲
の


人
の
中
に
同
和
地
区
の
人
々
を
非
難


す
る
人
が
い
た
と
し
て
も
、
絶
対
に


そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
自
信


を
も

っ
て
断
言
で
き
る
。


私
は
、
簡
単
に
同
和
問
題
を
す
べ

て
理
解
で
き
た
と
は
ま
だ
ま
だ
言
え

な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
学
ぶ
で

あ
ろ
う
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
、
ひ
と

つ
ひ
と

つ
自
分
の
問
題
と
し
て
理
解

し
、
解
決
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い

ス回
。「

人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ

れ」
日
本
の
人
権
宣
言
と
も
言
え
る

「
水
平
社
宣
言
」
の
最
後
の
一
文
。

全
国
水
平
社
創
立
大
会
で
綱
領

・
決

議
文
と
と
も
に
、
満
場
の
拍
手
と
感

動
の
な
か
で
採
択
さ
れ
た
と
言
わ
れ

る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
「
人

間
」
と
は
、
す
べ
て
の
人
聞
を
、
す

な
わ
ち
差
別
し
て
き
た
人
を
も
、
差

別
さ
れ
て
き
た
人
を
も
含
ん
で
い
る

と
思
う
。
差
別
さ
れ
て
き
た
人
は
も

ち
ろ
ん
、
差
別
し
て
き
た
人
も
苦
し

み
を
味
わ

っ
て
き
た
は
ず
な
の
だ
か

ら
。
た
だ
、
差
別
し
て
き
た
人
は
自

分
で
は
そ
の
苦
し
み
に
気
付
か
な
か

っ
た
の
だ
。
そ
れ
に
気
付
く
と
き
、

こ
の
宣
言
に
あ
る
よ
う
に
、
人
間
に

本
当
の
光
が
さ
し
は
じ
め
る
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ

て
学
習
に
励
み
た
い
と
思
う。 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス

ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
) 

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ　うまくは言えないが

MUS04
スタンプ



/戸ー、

、、f

ヲ令
。

日
・
初
日

m

。

口
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女
休
館
日

1
日

・
8
日
・
日
日 

日
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回

淡
路
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

大
久
保
+
祈
子

一一
月
二
十
四
日
、
厳
し
い
寒
さ
が

よ
う
や
く
緩
み
始
め
た
中
、
私
た
ち

読
振
協
の
会
員
一
行
は
、
史
跡
探
訪

の
旅
へ
出
発
し
た
の
で
し
た
。

ま
ず
は
戦
没
学
徒
記
念
・
若
人
の

広
場
へ

。
残
念
な
が
ら
阪
神
大
震
災

の
影
響
で
建
物
が
危
険
な
状
態
で
あ

る
た
め
、
見
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
パ
ス
で
通
り
過
、ぎ
る

淡
路
の
街
並
み
は
何
事
も
な
か

っ
た

か
の
よ
う
に
平
和
そ
う
に
見
え
ま
し

た
が
、
震
災
の
傷
跡
は
確
か
に
残

っ

て
い
た
の
で
す
。

自
然
の
力
の
大
き
さ
に
思
い
を
馳

せ
て
い
る
聞
に
、
立
川
の
水
仙
郷
に

着
き
ま
し
た
。
風
が
少
し
強
か

っ
た

の
で
、
水
仙
の
花
も
ど
こ
か
身
を
縮

め
て
い
る
よ
う
。
今
年
は
例
年
よ
り

花
が
小
ぷ
り
と
の
こ
と
で
し
た
。

ち
」
卒
は
兵
隊
で
な
い
時
代
が
あ

っ

た
わ
け
で
あ
る
。
稲
田
家
の
家
臣
は

士
族
で
は
な
く
卒
に
な
る
わ
け
で
あ

稲
田
家
臣
は
五
百
石
を
筆
頭
に
三

千
の
家
臣
が
あ

っ
た
。
稲
田
家
臣
等

は
稲
田
家
を
阿
波
藩
か
ら
独
立
、
稲

田
家
を
大
名
と
し
て
扱
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
新
政
府
に
運
動
を
し
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
を
不
愉
快
に
思
う
阿

波
藩
士
が
、
淡
路
洲
本
で
稲
田
家
を
襲

撃
し
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
、
い

わ
ゆ
る
稲
田
騒
動
で
あ
る
。
こ
の
事

件
で
阿
波
維
新
の
人
傑
の
多
く
が
処

刑
さ
れ
徳
島
を
後
進
県
に
し
た
と
い

う
。
以
上
が
稲
田
騒
動
の
顕
末
で
あ

る
が
、
明
治
維
新
は
下
級
武
士
に
よ

っ
て
で
き
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が

新
政
府
の
経
済
的
な
理
由
か
ら
か
、

ど
ち
ら
に
し
て
も
行
政
差
別
か
ら
起

き
た
悲
劇
で
あ
る
。 

トシ

勝
浦
町
読
書
振
興
協
議
会

(ノ 

/
)

淡
路
島
稲
田
騒
動

史
跡
探
訪
 

2、

山

本

圭

一
一
月
二
十
四
日
午
前
八
時
、
勝
浦
町

読
書
振
興
会
会
員
五
十
二
名
の
皆
さ

ん
と
勝
浦
町
を
出
発
し
た
。
目
的
地

は
淡
路
島
で
あ
る
。
出
発
前
に
少
し

淡
路
島
の
こ
と
を
調
べ
て
み
た
。

淡
路
島
は
古
事
記
に
「
砂
能
碁
呂

島
」
日
本
書
紀
に
は
「
撒
駅
慮
島
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
昔
の
人
は
む
つ

か
し
い
字
を
書
い
た
も
の
だ
。
こ
の

地
名
に
も
色
々
と
意
味
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
そ
れ
は
置
い
て
、
長
い
長
い

歳
月
を
経
て
淡
路
島
は
阿
波
藩
の
も

の
と
な
り
、
阿
波
藩
城
代
家
老
稲
田

家
の
住
む
と
こ
ろ
と
な
る
。

明
治
三
年
五
月
、
阿
波
徳
島
藩
に
大

騒
動
が
持
ち
あ
が
る
。
俗
に
い
う
稲

田
騒
動
で
あ
る
。
原
因
は
明
治
新
政

府
が
大
名
の
領
地
を
め
し
上
げ
、
身
分

に
応
じ
て
武
士
に
新
し
く
禄
を
給
す

る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
稲
田
家
の
家

臣
は
陪
臣
で
あ
る
の
で
身
分
、
禄
高
と

も
に
み
じ
め
な
立
場
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。
新
政
府
の
き
ま
の
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
藩
主
、
藩
知
事

家
臣

一
等
士
族

一
千
石
、

二
等
士
族

二
百
石
、

三
等
士
族
百
石
、
四
等
士

族
五
十
石
と
な
る
。
稲
田
家
は
阿
波

の
直
臣
で
一
等
士
族
で
あ
る
の
で
一

万
四
千
五
百
石
が

一
千
石
と
な
る
。

し
か
し
稲
田
家
の
家
臣
は
陪
臣
で
あ

る
の
で
一
律
銃
卒
の
待
遇
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
私
た
ち
の
若

い
頃
こ
ん
な
話
が
あ
る
。
「
特
務
卒
が

兵
隊
な
ら
ば
ト
ン
ボ
蝶
々
も
鳥
の
う

午
後
2
時

1
3
時
頃
ま
で

内
容
は
お
た
の
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

次
に
訪
れ
た
の
は
静
の
里
。
津
名

町
の
一
億
円
金
塊
に
恐
る
恐
る
触
れ

た
後
、
静
御
前
の
お
墓
に
参
り
、
女

の
幸
せ
を
祈
る
面
々
。
皆
十
分
幸
せ

そ
う
で
し
た
が
・
・
・

最
後
に
フ
ァ
ー
ム

パ 

ク
で
美
し

く
珍
し
い
花
々
を
観
賞
し
、
ぬ
い
ぐ

る
み
の
よ
う
な
コ
ア
ラ
に
対
面
し
て
、

あ

っ
と
い
う
ま
に
楽
し
い
旅
は
終
り

を
迎
え
た
の
で
し
た
。

知
ら
な
か

っ
た
人
と
知
り
会
え
、

知
ら
な
か

っ
た
所
を
訪
れ
る
こ
と
の

で
き
る
史
跡
探
訪
の
旅
、
今
度
は
あ

な
た
も
ご

一
緒
に
グ

図
書
館
行
事
と
休
館
日

土
曜
子
ど
も
映
画
会


6
日
・
日
日
・
初
日
・
幻
日


2
階
視
聴
覚
室
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(交通事故相談日� 

相談員相田伸 夫

日 時 4 月 25 日同
午前10時から午後4時まで

場
な
ど
車
が
こ
な
い
と
こ
ろ
で
遊
ぶ

よ
う
に
し
、
自
転
車
は
、
車
が
少
な

い
道
路
に
限
り
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

乗
り
ま
し
ょ
う
。

春
の
交
通
安
全
運
動
(
四

月
六
日

1
十
五
日
)
を
控
え

た
三
月
十
六
日
、
勝
浦
町

・

交
通
安
全
協
会

・
老
人
会

・

地
域
を
守
る
会
の
共
催
で
死

亡
事
故
ゼ
ロ
三
年
を
記
念
し
、

信
号
機
の
色
に
ち
な
ん
だ
赤
・

育

・
黄
三
色
の
三
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
も
ち
つ
き
を
農
村
婦

人
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
老
人
の
交
通
事

故
防
止
を
祈
っ
て
、
町
内
の

一
人
暮
ら
し
の
老
人
に
、
お

も
ち
と
交
通
安
全
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(受付時間午後3閏まで)I、司ん 「徳島県民交通安全の日」を毎月� 5日及び20日(日曜，

場所 小松畠中央会館� aa1Jごi?¥I， 祝日にあたる場合は翌日)に設定し，交通事故の防止を
郁て� 1¥:掬νu

戸
外
で
遊
ぶ
と
き
は
、
公
園
や
広

③
止
ま
る
こ
と
と
見
る
こ
と

横
断
歩
道
や
信
号
の
な
い
と
こ
ろ

で
渡
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
青
信
号

で
渡
る
と
き
も
、
横
断
す
る
前
に
必

ず
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
、
右
と

左
を
よ
く
見
て
車
が
き
て
い
な
い

か
ど
う
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

④
車
の
直
前
・
直
後
か
ら
渡
ら
な
い

一」シ」
車
の
直
前

・
直
後
か
ら
渡
る
と
、

道
路
の
様
子
が
よ
く
見
え
な
い
こ
と

を
知
る
と
と
も
に
、
近
く
に
信
号
や

横
断
歩
道
が
な
い
と
き
は
、
左
右
が

見
通
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
渡
り
ま
し
ょ

⑤
車
道
で
遊
ば
な
い
こ
と

ー手
引
配

口一小
l
i

H	 1
t叫

司
耳

。

期

間

戸

肴
耳

似

交

定 メ 

V

シ~~司hJ明

四

平
成
八
年
四
月
十
五
日
開
の
十
日
間

。
ス
ロ
ー
ガ
ン

守
ら
な
そ
ん
そ
ん
交
通
ル 
l
ル
/
・ 

0
重
点
目
標

①
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

ど
う
使
う
の
か
、
青
信
号

一
盟

で
も
必
ず
安
全
を
確
か
め 

8
-F

E

ま
し
ょ
う
。	

成 

l

平
成
八
年
四
月
六
日
出 

平
成
八
年
度

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動


春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
、
ま
た
新
入
学
や
新
学

期
の
始
動
に
よ
る
幼
稚
園
、
小
、
中
学
生
の
児
童
、
生
徒
の
活
動
が
活
発

に
な
る
こ
と
か
ら
、
子
供
の
交
通
事
故
の
発
生
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
、
県
民
一
人
ひ
と

り
に
交
通
安
全
知
識
を
普
及
し
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
交
通
ル 
1
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
l
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

沼
庖	

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
は

一

J
V

ど
の
信
号
を
見
る
の
か
、

一

?

か

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

山

町

故 

②
信

号

機

に

従

う

こ

と

釦

判

事

取
引

三
一
日

以$
ふ

教
え
、
い
つ
も
決
め
ら
れ

た
経
路
を
通
る
よ
う
に
し
、

制

特
に
指
示
さ
れ
た
場
所
以

外
か
ら
は
横
断
し
な
い
よ

通
学
(
園
)
路
を
実
地
で

'
フ

①
通
学
(
園
)
路
を
歩
く
こ
と 

図るなど県民総ぐるみによる交通安全の輪の拡大を目指

※お気軽にご相談ください

交通事故のご相談は
相談センターヘ(無料)

社団法人	 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター
徳島市西船場町ト14明治生命徳島ビル6階

電話� 0886-22-52ワ9 (直通)

・専門の相談員が親身になってご相談に応じます� 0

・相談日	 月曜から金曜(祝祭日を除く)

午前� 9時30分-12時午後|時-4時40分

・弁護士相談日 毎月第� 1・3水曜日 午後 1 時~4時

します。

毎月� 5日は� r高齢者，歩行者等の交通弱者にやさしく

する日」とし，県民の高齢者に対する交通安全意識を高め

るとともに，高齢者に対しては交通安全知識の普及を図

り，併せて高齢者自身が交通ルールとマナーの実践を習

↑貫づ、ける 日とします。

毎月20日は� r交通安全にみんなで参加する日」とし，県

民総ぐるみによる交通安全意識を高めるため，努めて交

通安全活動に参加する日としています。

このように，交通事故撲滅を願い設定された「徳島県

民交通安全の日」を意識しながら，交通事故の犠牲者に

ならないよう心がけて，勝浦町から交通事故をなくしま

しょう。

MUS04
テキストボックス
死亡0を祈って交通安全もちつき

MUS04
テキストボックス
平成8年度　徳島県民交通安全の日　を設定

MUS04
スタンプ
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ください。� 
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回

浄化槽の機能を維持するために
1，水はきちんと流してください。 一 一一←

洗浄水量は� 1日1人に� ............ ，'1-て存71J 
次のことに注意してください。

っき約501!が目やすです。 

使用の都度きちんと流すよ� Lこここノ 当 6，浄化槽の上に建造物をつくらないでください。

うに心がけてください。	 最近は土地の高層利用化の傾向から，通路の下，

車庫の下，斜面，地下室などに設置す / 一 一「  ι 
2 便器の掃除はぬるま湯で行い，塩酸等の劇薬や

洗浄剤，洗剤等は使わないで‘ください。

-，
る例があります。このような設置に� 'JC)J'I')
 0 

便器を掃除するとき，洗� 地 1 

は後の保守点検，汚泥抜きに支障を 会式ぬい
きたしますので十分な注意が必要で� z jbKLP

寸三~j争剤，洗剤等を使いますと，

浄化槽内の大切な微生物が

7，通気装置はふさがないでください。 戸、死んでしまいますので，十

分注意してください。 とくに腐敗タンク方式の浄化槽は 三idp
自然通気しておりますので，空気の� I1);識が乙2

3 ，専用のトイレットペーパ
出入りをふさがないよう注意してく� II~ 

ーを使ってください。

新聞紙，タバコの吸いが


ら，紙おむつなどの異物は
 8，消毒薬が切れないように注意してください。


絶対に流さないでください。
 消毒薬は定期的に補給し，切れる よコ-L汽く
ことのないよう j主意してください。� 1-0σに壬.牛

4，各装置の電源は

勝手に切らないで

9，故障や異常が発生した場合は，直

ちに保守点検業者に連絡し処置して

ください。� 
5 	，浄化槽の上にものを置か

ないでください。� 

「一合併処理浄化槽の�  | 

補助制度について�  | 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
二
十
四
日
附
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
を
新
築
さ
れ
る
方
、
水
洗
便
所
に
改
善
を

予
定
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
お
申
し
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
衛
生
課
(
宮
一
丁
二
五
一

ニ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
度
に
・
お
い
て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を

申

し

込

み

や
風
呂
場
か
ら
の
排
水
)
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
水
路
に
流
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生
活
雑
排
水
(
台
所

合
併
浄
化
槽
の
は
た
ら
き

(別表)人槽の区分による補助金額

人 槽 区 分 補助金額�  

5 人 槽� 309，000円� 

6"'"ア人槽�  463，000円

，...，8 10人槽�  824. 000円� 

11"'"20人槽�  1，854，000円

，...，21 30人槽�  3，296，000円

，...，31 50人槽�  4，326，000円

処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て

人
槽
の
区
分
ご
と
に
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
人
槽
の

区
分
に
よ
る
補
助
金
の
額
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
浄
化
を
図
る
た
め
、
合
併

MUS04
テキストボックス
浄化槽は正しく管理をしましょう

MUS04
スタンプ



4月のあき缶回収日程表 分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ

え
』
い
。

」、

明
る
い
家
来
の
環
境
つ
く
り


q
-
F
W

v
z
h
v

。


へ

、
、-./

。

、

。

。。

¥ーノ

回

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ

れ
た
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
ピ

ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の


物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除


い
で
く
だ
さ
い
。


⑥
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル
・
ア
ル

ミ
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

回収日 士也 区 場 所

第

一

月

曜

日

( 1日)

石原

沼江

掛谷

山西�  

中角

。

桜 建 号ロ凡)(. 事 務 所

沼 江 集� iZLZ 所

控ト '山口l 集� lzkz 所 前

J(A果生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前

農 ネナ 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェンス横

第
一
月
曜
日

( 8日)

今山

黒岩

星谷

中山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口(小屋の横)

川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 三ロ士口 所 横� 

第

月

曜

日

(15日)

生名

ク

久国

棚野

イシ

イシ

東 林 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集 ぷzkz 所 裏

河川敷ゲートボール場横

パチン コ 庖前道路南側�  

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

(22日)

イシ

横� j頼

イシ

ク

。

与川内

坂本

ク� 

前� )11 集� ~、 戸所

勝浦郡農協本所

広 瀬清 さ ん宅東

小倉新平さん宅前三文路

|日 農 協 島方、 地

勝浦郡農協与川内出張所�  

勝浦郡農協坂本事業所横

t背 防 エ百ム白 所 横

圃，.伽，
F
uh
広
司
鵠

』 
2
4
4
・
司
令
の 

企


みんなτ~書のない町に


犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
か
み
つ
か
れ
た
り
し

て
被
害
を
受
け
て
い
る
人

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
飼
い
犬
が
人
に
か
み
つ

き
、
被
害
を
与
え
た
場
合

に
は
、

飼
い
主
の
責
任
と

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て

ご
協
力
を
・
お
願
い
し
ま
す
。

①
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。

放
し
飼
い
の
犬
が
捕
か

く
さ
れ
た
場
合
、
野
犬

と
し
て
処
分
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

②
散
歩
は
つ
な
い
で
行

い
、
フ
ン
の
後
始
末
等

マ
ナ
ー
を
守
る
。

③
犬
を
捨
て
な
い
。
飼
い
犬
が
不

要
と
な
っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
家
で
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月

広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
引
き

取
り
日
に
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い

④
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
く
だ
さ
い

⑤
捕
か
く
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
、
取
り
に
・
お
越

し
く
だ
さ
い

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

(
二
|
二
五
一
一
)
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

不
用
犬

買
上
げ
制
度
の

廃
止
に
つ
い
て

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

「
不
用
犬
買
上
制
度
」
は
、
平
成

八
年
四
月
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
不
用
犬
は
従
来
ど
お
り

引
き
取
り
ま
す
の
で
、
毎
月
広
報

で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
「
不
用
犬

引
き
取
り
日
」
に
持
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。 

登録は生涯1回，しかし

登録内容変更時には届け出を

今まで毎年� l回の登録が，平成� 7年 4月� 

1日から制度が改正され，一生涯に� 1回登

録すればよいことになりました。しかし，

飼い犬が死亡したときや犬の所在地が変わ

ったとき，あるいは飼い主の住所の変更が

あったときなどは，そのたびごとに飼い主

は町へ届け出をしなければなりません。

ご注意くださいP
・平成6年度以前に犬の登録をしていた

方も，平成ワ年度において，登録がなけれ

ば、登録しなければなりません。

・犬の鑑札と狂犬病予防注射済票は，犬

の首輪につけていなければなりません0

・犬の登録は生涯� 1回となりますが， 狂

犬病の予防注射は従来と同様に年� 1回受

けなければ‘なりません。

MUS04
テキストボックス
明るい未来の環境づくり
みんなで犬害のない町に

MUS04
スタンプ



平成� 8年度狂犬病予防注射日程表
(昨年とくらべて，大幅に変更がありますのでご注意ください)

平
成
八
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず

受
け
て
く
だ
さ

い。

-
登
録
料
三
千
円

(
平
成
七
年
度
以
後
に
登
録
さ
れ
た

方
は
不
要
で
す
)

-
注
射
料
二
千
八
百
三
十
円

犬涯の犬霊篇録予と
防

。篠
弘種

月日 士嘉 所 時 間

坂 本 黄 柴A 橋 午前� 9 :10~ 9 :30 

4 坂本郵便局前�  9 :40~10:05 

坂本大師前停留所�  10:15~10 :25 

月� J A坂本事業所前�  10:35~ 10:55 

17 
与川内公会堂前�  11:05~ 11:25 

J A与川内事業所前�  11: 35~11 :55 

日 勤労福祉センター前 午後� 1 :OO~ 1 :20 

徳 パス横瀬営業所前�  1 :30~ 1 :50 

体) 横瀬集会所前�  2 :OO~ 2 :20 

J A勝浦郡本所前�  2 :30~ 3 :00 

星谷の消防詰所前 午前� 9 :05~ 9 :35 

4 森内宅池の横�  9 : 45~10:05 

目券� j甫� ~ 館� 10:15~ 10:25 

月 大森良樹宅南�  10:35~ 10:55 

18 
A7 山 神 社 前 、� 11 : 05 ~11 : 20 

勝浦町役場前�  11:35~ 11:55 

日 中 山 権 現 橋 午後� 1 :OO~ 1 :20 

中山消防詰所前�  1 :30~ 2 :00 

同 横瀬駐在所前�  2 :1O~ 2 :40 

NTT阿波勝浦電報電話局前� 2 :50~ 3 :00 

石 田 亨 宅 横 午前� 9 :OO~ 9 :15 

4 中 田 商会付近�  9 :25~ 9 :40 

古 山 商 庖 横� 9 :50~10:05 

月 田 中屋食堂南�  10: 15~10 :40 

19 
J A生比奈支所前�  10:50~11 :20 

農村婦人の家前�  11 :30~11: 55 

日 福 山 隆 宅 横 午後� 1 :OO~ 1 :10 

地 福 寺 入 口� 1 :20~ 1 :35 

(創 生名 東林庵前�  1 :45~ 2 :15 

生名 センター前�  2 :25~ 2 :55 

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
発
生

例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
国
か

ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現
在
、
狂
犬

病
も
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

飼
っ
て
い
た
犬
(
登
録
犬
)
が
死

狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主

亡
し
た
り
、
犬
(
登
録
犬
)
の
所
在

の
義
務
で
す
。
必
ず
受
け
る
よ

地
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
役
場
環
境

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

衛
生
課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

r--

ま
で

狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発
生

お 願 し、 /戸、、，

犬は，私たち人間にとって可愛い友達です。

でも時には私たち人聞に危害を加えることもあ

ります。危害を加えた場合は，飼い主の責任と

なります。

犬害のない明るい社会をつくるために，犬を飼

っている方は，次のことを必ず守ってください。

女犬の登録を行い，狂犬病予防接種を受ける。

女犬はつないで飼う。

平
成
七
年
度
以
後
に

犬
の
登
録
を
さ
れ
た
か

た
は
、
注
射
案
内
通
知

の
ハ
ガ
キ
と
鑑
札
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
環
境
衛
生
課

(
二
|
二
五
一
一
)

不用犬の引き取り日� *犬を捨てない。

犬の放し飼いは 4月3日同� 
やめましょう。 4月24自体)

国

MUS04
テキストボックス
犬の登録と狂犬病予防接種　届出について　狂犬病について

MUS04
テキストボックス
お願い

MUS04
スタンプ



みゐ怠の  
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日 

9 

11 

12 

15 

16 

18 
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H翠

火

木

金

月

火

木

金

月

火

水

木

金

内 ~士-

愛育班総会，健康相談 

ク

イシ

イン

ク

。

。

。 

ィシ 

。 

イシ 

。 

ク 

イシ 

。 

乳児健康診査  

受付時間

13 : 30~15:00 

。

。

ク

ク

イシ

イシ

9 :30~ 1l :00 

1 3:30~15:00 

9 :30~II :00 

13:30~ 1 5:00 

9 :30~ 1l :00 

1 3:30~15 : 00 

9 :30~ 1l :00 

13 :30~15:00 

13: 30~ 14:30 

場 所

坂本集会所

沼江センター

掛谷集会所

中角集会所

石原集会所

横瀬集会所

棚野集会所

久国集会所

中山 集会所

1券 浦 izkz 館

今山ふれあい交流館

山 西集会所

与 川 内公会堂

星谷集会所

生名センター

1券 浦 病 院 

女サ 象 者

一 般 住 民

。

。

ク

イシ

ク

。

。

。

ク

。

ク

。

。

。
H 7 . 8 . 1 ~H 8 . 2 . 29 
までに生まれた子

持参する
もの 千也 

健康手帳 

。 

。 

イシ 

。 

。 

。

ク 

。

イシ 

。

イシ 

。

。 

。 

母子手帳
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A 全愛育班一斉班員研修会 

4月の保健行事 お問い合わせは環境衛生課保健婦へ 

愛
育
班
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①
少
子
化
社
会
で
の
活
動

近
年
、
核
家
族
の
増
加
や
女
性
の
社
会
進
出

が
著
る
し
く
、
ま
た
出
生
率
も
低
下
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
社
会
経
済
上
も
将
来
に
危
機
感

を
抱
か
せ
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
化

社
会
を
担
う
現
在
お
よ
び
将
来
の
子
供
た
ち
が
、

健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の
環
境
づ
く
り
は
、

極
め
て
大
切
で
す
。
子
ど
も
が
少
な
け
れ
ば
少

な
い
だ
け
に
、
例
え
ば
、
若
い
母
親
の
育
児
不

安
や
乳
幼
児
の
健
全
育
成
に
対
し
て
愛
育
班
活

動
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
�
 

②
高
齢
者
に
対
す
る
支
援

班
員
さ
ん
に
よ
る
受
持
家
庭
の
訪
問
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
予

防
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
当
然
高
齢
者

も
訪
問
の
対
象
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
健
康
に

一
番
関
心
を
持
た
れ
る
高
齢
者
に
大
変
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
対
策
は
、
地
域
の
各
団

体
と
の
協
力
体
制
の
中
で
幅
広
い
活
動
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
町
で
の
保
健
業
務
の
重
要
性

い
ま
、
厚
生
省
に
お
い
て
「
地
域
保
健
の
総
合

的
な
見
直
し
」
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
更
に
母

子
保
健
を
は
じ
め
と
し
て
公
衆
衛
生
業
務
を
保

健
所
か
ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

母
子
保
健
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、
最
も
身
近
な
市
町
村
が
責
任
を
も
っ
て

仕
事
を
す
る
訳
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
市
町
村
に

お
い
て
は
活
動
す
る
愛
育
班
と
し
て
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
愛
育
班
活
動
は
、
誠
に
心
強
い
活
動
で
す
。

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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予
防
接
種
が
集
団
接
種
か
ら

個
別
接
種
ヘ
変
わ
り
ま
す

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り 
(平
成

六
年
十
月

一
日
か
ら
)
予
防
接
種
を

受
け
る
人
が
、
健
康
状
態
の
良
い
時

に
合
わ
せ
て
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
集
団
接
種
か
ら
個
別
接
種

へ
と
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

反
応
検
査
は
、
当
分
の
間
従
来
ど
お

り
集
団
接
種
で
行
い
ま
す
。

個
別
接
種
に
な
り
ま
す
と
、
保
護

者
が
、
計
画
性
を
持

っ
て
自
主
的
に

接
種
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し、

予
防
接
種
の
意
義
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

免
疫
が
失
な
わ
れ
る
の
は
、
例
え
ば

百
日
咳
は
生
後
三
ヵ
月
ご
ろ
ま
で
、
麻

し
ん
は
八
ヵ

月
ご
ろ
ま
で
に
自
然
に

失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
免
疫
を
つ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、

一
番
効

果
的
な
の
が
予
防
接
種
で
す
。

子
供
た
ち
は
、
成
長
し
、
外
出
や

集
団
の
場
へ
出
る
機
会
も
多
く
な
り

ま
す
。
病
気
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

十
分
理
解

し 

(
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
参
考
)

接
種
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
中

に
行
う
予
定
で
す
。
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
広
報
等
で
ム
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
。

団
接
種
か
ら
個
別
接
種
へ
の
移
行
に

向
け
て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

一
、
個
別
接
種
と
な
る
予
防
接
種

本
町
も
こ
の
主
旨
を
ふ
ま
え
、
集

-
百
日
咳、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
三
種
混
合

・
破
傷
風
、
ジ

フ
テ
リ
ア
二
種
混

合
予
防
接
種

-
麻
し
ん

・
風
し
ん

・
日
本
脳
炎

な
お

ポ
リ
オ

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。 

①
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ

に
く
く

気
づ
い
た
と
き

に
は
相
当
に
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
多
い

②
老
化
を
土
台
に
し
た
慢

性
病
な
の
で
短
期
間
で
治

る
こ
と
が
少
な
い
し
、

。
。 

。 

、
。


-，� ，- 、、
---吋r"..ノ

企画&ニy、。

完

全
に
は
治
ら
な
い

③
複
数
の
病
気
を
伴

っ
て

発
病
す
る
こ
と
が
多
い
。 

④
体
質
や
遺
伝
的
な
要
素

に
関
係
が
あ
る

⑤
偏

っ
た
生
活
習
慣
で
発

病
が
早
め
ら
れ
る

⑥
働
き
盛
り
の
人
を
襲
う


た
め
に

経
済
的
な
問
題


な
ど
、
家
庭
的
に
も
社
会


的
に
も
与
え
る
影
響
が
大


き
い成

人
病
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ

っ
て
予
防
で

き
る
病
気
で
す
。
食
事
の

改
善
や
運
動
、

休
養
な
ど

規
則
正
し
い
日
常
生
活
を

送
り
健
康
管
理
に
つ
と
め

宇
今
し
ょ
ト
フ
。

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
の

三
大
成
人
病
に
よ
っ
て
死
亡

す
る
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
均
寿
命
が
伸
び
で
も
、

一
人
ひ
と
り
の
健
康
は
保
障

十
人
の
う
ち
六
人
ま
で
が
、

成
人
病
は

な
ぜ
こ
わ
い
の
か
?
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に負担をかける，動 圧を高め，心臓の負 で1日1合を目安に。 高血圧の最大の敵。� 

脈硬化を招くなど， 担を大きくする。 1日lor""以下を目標� 
成人病を� “育てる"

温床o ~ 公
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病気の早期発見に 睡眠は� 1日の正し 適度な運動は血圧 動物性指肪は，血

不可欠なうえ，老化 い生活リズムをつく を下げ¥動脈硬化を 液中のコレステロー

の進行麿をチェ ック る基本。睡眠不足は 予防し，ストレスも ルを上昇させる。

して健康生活の指針 老化を早める。 解消する。

となる。

回
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ど
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固

4月からは検認済の国民健康保険被保険者証でなければ

病院にかかることができません。まだ検認をされていない方

は，早急に役場税務保険課で検認を済ませてください。� 

CDOfD 

加入の届け出は世帯主がまとめて行い，

一世帯に� 1枚の保険証が交付されます。� 

自問臣服大切巴
正式には� r国民健康保険被保険者証」といい，

国保に加入していることの証明書になります。

14日以内にかならず届出をしましょう

こんなときには届出を 持参するもの

国

保

入

る

と

き

他市区町村から転入し
できたとき

印かん，転出証明書

他の健康保険をやめた
とき

印かん，健康保険の離脱
証明書または離脱した日
が分かる書類

生活保護を受けなくな
ったとき

印かん
保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき
印かん
国民健康保険被保険者証

母子健康手帳

他市区町村ヘ転出した 印かん
国 とき 国民健康保険被保険者証
保

を

や

他の健康保険に加入し
たとき

印かん
国民健康保険被保険者証
健康保険の被保険者証

め

る
生活保護を受けるとき

印かん
国民健康保険被保険者証
保護開始決定通知書

と

き 死亡したとき

印かん
国民健康保険被保険者証
死亡を証明するもの

退職者医療制度に該当

したとき

印かん
国民健康保険被保険者証
年金証書

そ 退職者医療制度に該当 印かん

の
しなくなったとき 国民健康保険被保険者証

住所，世帯主，氏名など 印かん

他 が変わったとき 国民健康保険被保険者証

の

と

保険証をなくしたとき，
よごれてf吏えなくなっ
たとき

印かん
使えなくなった保険証
身分を証明するもの

修学のため子どもが他 印かん

き 市区町村に下宿すると 国民健康保険被保険者証

き 在学証明書

長期旅行などで別個の 印かん

保険証がほしいとき 国民健康保険被保険者証

失
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国保税は，被保険者となった月から課税されます。

「加入の手続きをしたとき」で、はありません。

被保険者となる月とは，職場の健康保険をやめたとき あるいは他の市区

町村から転入して住み始めたとき。
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※
毎
月
の
積
み
重
ね

納
め
て
い
た
だ
い
た

保
険
料
は
、
い
ま
年
金

孟
置
同

唱

を
受
け
取
ら
れ
て
い
る
�
 

方
の
大
切
な
財
源
で
す

み
な
さ
ん
の
周
り
の
公

引

，

ま
た
、
年
金
積
立
金

戸
田
盟

、

還
元
融
資
と
い
う
形
で

国
民
年
金
保
険
料
の

、
.
，

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

共
施
設
(
病
院
、
保
育
所
、
簡
易
上

下
水
道
等
)
の
充
実
に
お
役
に
立

っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
将
来
の

生
活
保
障
に
確
実
に
結
び
つ
い
て
い

き
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
た
平
成
七
年
度
の

※
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に

・
そ
の
一

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
他
に
、
前
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。

年
度
の
始
め
に
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
分

を
前
納
す
る
方
法
と
、
六
ヶ
月
分
を
前
納
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
年
度
中
に
六
十
歳
に
な
る
方

に
つ
い
て
は
、
六
十
歳
期
間
満
了
ま
で
の
前
納
も
で
き

ま
す
。

前
納
制
度
は
納
め
忘
れ
を
無
く
す
だ
け
で
な
く
、
保

険
料
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

-
そ
の
一
一

納
付
組
織
(
納
税
組
合
や
婦
人
会
等
)
に
加
入
し
ま

す
と
、
委
員
の
方
が
、
保
険
料
を
集
金
し
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
の
口
座
振
替
も
手
聞
が
か
か
ら
ず

便
利
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
勝
浦
町
役
場
国
民
年
金
係
へ

お
た
ず
ね
く
、だ
さ
い
。

の届出はできているかしら…。

あ
な
た
の
国
民
年
金
の
保

険
料
を
負
担
し
て
く
れ
る

の
よ届

出
を
し
な
く
ち
ゃ
同
情

す
る
わ
よ

秋
子
、
仕
事
の
方
は
ど
う
?


会
社
で
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た


の
で
し
ょ


『樋
別
変
更
局
後
』
は
勝
浦
町
役
場

ま
あ
、
春
子


に
ち
ゃ
ん
と
出
し
た
の
?

し
ば
ら
く
仕
市
す
か
ら
離
れ
て
い
た
か


ら
恨
れ
る
の
に
大
変
よ


『国
民
年
金
の
樋
別
変
更
届
』
�
 
?

や
だ
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
わ

第
三
号
か
ら
第
二
号
に
変
わ
る
の
よ
ね

、

• 

r-¥ 

回

f

あ
ら
、
春
子
お
久
し
ぶ
り

エ
ッ
『
第
三
号:・
』
?

夏
子
、
元
気
?

あ
な
た

『第
三
号
被
保
険

者
の
該
当
局
轡
」
も
う

勝
浦
町
役
場
に
出
し
て
き

ご
主
人
が
加
入
し
て
い

る
厚
生
年
金
保
険
金
体
で

そ
う
そ
う
も
う
一
人
実
家
の

父
も
定
年
退
職
し
た
ん
だ
わ

早
め
に
届
け
を
し
て
く
る
わ

こ
れ
か
ら
も
、
頼
り
に
し
て
る
わ
よ

あ
ら
春
子
、
元
気
?

国
民
年
金
の
届
出
?

今
ま
で
は
第
三
号
だ

っ
た
け

ど
父
さ
ん
が
退
職
し
た
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
、
第

一
号
に
な
る

ん
で
し
ょ
、
ち
ゃ
ん
と
勝
浦
町

役
場
へ
行

っ
て
き
た
ま

き
ち
ん
と
保
険
料
も
納
め
る

か
ら
ね

O
O円
)

が
あ
る
方
は
、
勝
浦
町
役
場
の
納
付

書
で
平
成
八
年
四
月
中
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
平
成
八
年
五
月
以
降
に
な

り
ま
す
と
、
住
所
地
を
受
け
持
つ
社

会
保
険
事
務
所
発
行
の
納
付
書
で
な

保
険
料
(
一
ヶ
月
一

一
、
七

け
れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�
 

平成� 8年� 4月分(平成� 8年度)から

国民年金の定額保険料は� 1ヶ月� 

12，300円です。

(付加保険料 1ヶ月400円は据置き)

お得な前納制度(平成8年度)

・1:年間前納� (4月に前納の場合)� 

12，300 x 12= 147，600円が� 

144，040円となります

6ヶ月前納� (4月に前納の場合)・� 
12，300x 6 = 73，800円が� 

72，980円となります
前納を希望される方は，市町村役場国民年
金係へご連絡ください。

第三号被保険者該当届書
夏子さんのご主人自営をやめて就職し

たし，秋子さんは子供に手がかからなく

種別変更届書の提出は確実に� 
なって再就職したって言うし，春はやっ

ぱり異動の季節ね。

そうそう� 2人とも国民年金

MUS04
テキストボックス
国民年金から　保険料の納め忘れはありませんか

MUS04
スタンプ



v- 電
電
電
電


v-
fff

大
字
坂
本

字
栄
田

大
字
三
渓

{
子
栗
城

大
{
子
生
名

字
北

大
字
沼
江

「
大
字
生
名
{
子
大
前
品
別

「
大
字
生
名
字
山
ノ
神
清

徳

島

市

藤

字
神
谷

椎神
里子 2

月
刊
日

1
3
月
日
日

(
敬
称
略
) 

勝
浦
町
役
場
の
窓
口
な
ど
で
行
な
わ
れ
る
証
明
等
の
手
数
料
が
、

四
月
一
日
か
ら
次
の
表
の
と
お
り
改
正
な
り
ま
す
。 

平
成
八
年
度

勝
浦
会
館
各
種
教
室
(
交
流
事
業
)


参
加
者
募
集


勝
浦
会
館
で
は
、
平
成
八
年
度
も 

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
空
干
上
羽
瀬
溝
内
カ
ズ
ノ
(
幻
歳
)

大
字
三
渓
字
上
川
原
牧
野
道
代
(
臼
歳
)

大

字

三

重

子

中

村

東

貞

夫

(

釘

歳

)

大
字
棚
野
字
西
久
保
木
原
志
津
男
(
日
歳
)

大
字
沼
江
字
黒
岩
西
尾
キ
ヨ
子
(
九
歳
)

上勢清田井水�  

明正泰直照英

大
字
星
谷
字
宮
原
因

佐

那

河

内

村

井

「
大
字
棚
聖
子
西
久
保
稼

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

中

川

威

史

ノ

二

男

定

作

誉

之 
J

か
お
り
」

聖
美
、
」

直

明
人
ノ
長
男

美
加
¥

和
幸
ノ

三
女

啓
子
¥

-Z

。
。
。

¥ノ 3.

4.

5.

6. イシ

7.

長
女京 奈

津
美

沙
弥
香介 人 美 典 代 樹 美 明

冨
土
巻
尚
志
さ
ん
(
生
名
)

二
階
堂
政
博
さ
ん
(
今

山
)

北

山

章

さ

ん

(
石
原
) 

2
月
刊
日

1
3
月
日
日

善

意
あ
り
が
と 

証明などの手数料改正!
0一般証明関係

事 務の 名称 単 位� 改正後�  改正前
」
ざ
い
ま
し
た

1.土地に関する証明� 1件につき� 350円� 300円� 

2.身分に関する証明� 1枚につき 350円� 300円� 

350円� 300円

350円� 300円� 

350円� 300円

350円� 300円

350円� 300円� 

350円� 300円

12.

13.

A
7

O

¥J  

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

2-2555 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003

本籍，居住に関する証明� 

印鑑に関する証明� 

地租及び公課に関する証明� 

資産に関する証明

資格に関す る証明� 。
ペシ

9. イシ� 

8.公簿，公文書，図面に関する証明� 350円� 300円

溝
内
昭
正
さ
ん
(
中

匿

名

(

横

中
村
芳
生
さ
ん
(
沼

福
井
時
雄
さ
ん
(
中

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

火薬類消費に関する土地等の証明

10.公簿，公文書，図面の閲覧及び照査 l件につき 200円� 150円� 

1件を超え
る場合は，� 
I件を超え
る毎に50円� 

11.住民基本台帳の写し交付� 1通につ き� 350円� 300円

4月2日

4月4日

4月� 6日

4月8日

4月10日

4月12日

4月⑬日

4月16日

4月18日

4月20日

4月22日

4月24日

わ
せ
く
だ
さ
い
。

話
二
1

三
三

に
希
望
を
し
ま
す
。

四

角江瀬山

年
度
開
設
を
予
定
し
て
い
る
教 

な
お
、
詳
し
く
は
勝
浦
会
館
(
電

五
)
ま
で
・
お
問
い
合

戸籍の附票の写し交付� ク 350円� 300円� 

その他の証明 1枚につき 350円 300円

夜 間救急当番表�  
勝浦病院�  

山西 医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

勝浦病院�  

勝浦病院�  

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅医院�  

…
字
、
手
芸
、
着
付
け
、
大
正
琴
、
ワ

ー
プ
ロ

(
春
、
夏
、
冬
の
休
み
中 
)

の
八
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

各
教
室
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

…
は
、
つ
、
ぎ
の
こ
と
を
承
知
い
た
だ
き
、

日
四
月
十
九
日
幽
ま
で
に
勝
浦
会
館
へ 

…
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
申
し
込
み

日
用
紙
は
会
館
に
あ
り
ま
す
) 

…
身
近
な
人
権
啓
発
活
動
の
ひ
と
つ
と

…
し
て
各
種
教
室
を
開
設
し
、
近
隣
地

日
域
住
民
の
方
々
と
の
交
流
の
な
か
か

ら
、
同
和
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高

…
揚
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

…
、ま
す
。

室
は
、
生
け
花
、
踊
り
、
陶
芸
、
習

一
、
参
加
人
員
が
少
な
い
場
合
は
、

開
設
で
き
な
い
教
室
も
あ
り
ま
す
。

(
参
加
で
き
な
い
の
に
、
名
前
だ

け
の
申
し
込
み
は
し
な
い
こ
と
)

二
、
申
し
込
み
者
が
多
い
と
き
は
、

先
着
順
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

三、

同

一
人
が
、
複
数
の
教
室
に
参

加
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
結
構
で

す。

四
、
男
性
や
若
い
方
の
参
加
を
、
特

4月26日 勝浦病院�  2-2555 

4月⑫日 赤岩医院�  2-2006 

4月30日 勝浦病院�  2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで

MUS04
テキストボックス
戸籍の窓

MUS04
スタンプ




